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講義内容 : 

 断層群から得られる断層スリップデータ（断層の，走行傾斜・すべり方向・運動センス）において，単

一の応力のもとで動いていない断層群から得られる断層スリップデータを不均一(heterogeneous) なデータ

とよぶ．対象とする地域において，応力場は，空間的にも時間的にも変化する場合がある．そこでは，不均

一なデータは，応力状態の不均一性を理解する手がかりになり，応力状態が時間的・空間的に連続的に変

化しているという描像を明らかにすることに繋がる． 

深度方向の応力場の空間的な変化に注目すると，異なる深度において断層スリップデータを得るこ

とができる手段としては，地表露頭，ボーリングコア，地震の発震機構（focal mechanism）があげられる．そ

れらからの不均一なデータから，各断層を動かした複数の応力を検出する手法の一つとして，多重逆解法

(Yamaji, 2000; Otsubo and Yamaji, 2006; Otsubo et al., 2008) があり，それらの不均一なデータから様々な深度

の応力状態の不均一性を明らかにすることが可能となってきた． 

セミナーでは，ある対象地域において，それぞれ深度が異なる地点から得られる断層スリップデー

タから詳細な応力場を明らかにする意義を，多重逆解法を適用した結果を示しながら紹介する． 
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